
技術士第二次試験試験問題  

10 止下水道部門  （午前）  

1．答案用紙の記入について  

（1）試験問題の埠車ど券脚す。  

（2）受験番号／技術部門／選択科目／専門とする事項を，解答に使用した答案用紙のそれぞれの  

上欄に記入して下さい。   

☆畳墜拠旦宜。  

（3）答案の書き方は，原則として1マス1字とし，横書きで解答して下さい。   

綻蔓皇麒 

また，答案用紙の裏面に記載された内容は採点対象外となります。  

2．試験問題相子について  

受験申込をした技術部門の問題冊子であることを確認して下さい。  

（社）日本技術士会   



平成22年度技術士第二次試験問題【上下水道部門】  

必須科目  10時～12時30分   

Ⅱ 次の間題について解答せよ。  （答案用紙3枚以内にまとめよ。）  

上下水道事業における業務指標（PI：PerformanceIndicator）の一般的な活用方法を簡  

潔に述べよ。その上で，次に示す架空のA市における市勢の概要と上下＊道事業の概要を整  

理した説明文・囲・表をもとに，A市の上永道事業及び下水道事業それぞれについて，今後，  

検討が必要と考えられる課題を2つずつ抽出のうえ記述し，その技術的対応策を述べよ。  

【A市の市勢概要】   

A市をも 人口40万人，世帯数15万世帯，面積500km2を有し，その地方の中核都市と  

しての役割を果たしてきた。近年は，人口は横ばい状態であるが， 将来的には日本の他都  

市同様，徐々に人口が減少すると予測されている。   

地勢的な特徴としては，A市のほぼ中央を北西から南東へと比較的大きなB川が流れて  

おり，B川の上流部は山間部をなし，右岸側は山間部に続く丘陵を含む起伏のある地形で  

あり，左岸側は平坦な地形となっている。また，軋柚吼 上水道の水源の1つである一方，  

下水処理水の放流先でもある。  

【上水道事業の概要】   

A市の上水道は1市域を貫流するB川の上流にあるダムに永坂を求め，明治40年代に  

完成した我が国でも比較的初期に創設された上水道である。   

上水道の創設後，数次にわたる拡張事業を行うとともに，水練についても∴別l【の衷流  

水，地下水に求めるなど，人口増による水需要増に対応するための供給体制の整備並びに  

水源の確保，多様化を図ってきた。今日では，17万甲3／目の給水能力を有し，水道普及  

率は98％となり，ほとんどの市民が水道を利用できる高普及時代を迎えるに至った。   

施設面では，向辺町村との合併もあり，浄水場は河川表流水を原水とする浄水場が2ケ  

所，地下水・湧水を原水とする小規模浄水場が20ケ所，市域に点在しており，管路延長  

は2，200kmを有する。浄永場，管路の多くは昭和40年代から50年代にかけて整備されて  

いるが，創設当初からの施設も残存する。  
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【下水道事業の概要】   

A市の公共下水道事業は，昭和30年代初頭の下水処理場の完成により，全国でも早  

い時期に下水道の普及にっいて第一歩を踏み出した。その後，市勢の進展に合わせて，  

順次，処理区域の拡大を図り，上流域では，特定環境保全公共下水道も管理している。  

その結果，今日でほ，処理人口普及率70％，処理区境南積60kln2，現在晴天時処理能力  

10万‘m3／日，汚水管きょ延長1．300kmを有し，2ケ所の下水処理場で処理し，B川に  

放流している。   

雨水排水施設の整備については，汚水処理施設の整備に比べて遅れているが，平成10  

年代初頭に雨水管きょの整備に着手，順次，整備した区域を拡大しながら，併せて合流式  

下水道の改善にも努めている。  

表1 A市の上水道事業の概要  

上水道の概要   

給水人口   39万人   

水道普及率   98％   

給水能力   17万m3／日   

表流水を原水とする浄水場   2箇所，14万m3／日   

地下水1湧水を原水とする浄水場   20箇所．3万m3／日   

管路延長   2．200km   

表2  A市の下水道事業の概要  

下水道の概要   

処理区域内人口   28万人  

処理人口普及率   70％   

処理区域面積   tjg kmz 

現在晴天時処理能力   10万m3／日   

処理場数   2箇所   

汚水管きょ延長   1．300km   
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A市における浄水場，下水処理場，水質測定地点等の位置関係図  
図1  

注1：囲の矢印は，浄水場の取水地点，下水処理場の放流先を・点線はA市の・  
市境を示したものである。  

如：各水質測定地点付近での生活環境の保全に関する環境基準に対応する  

水域の類型は，囲に示したとおりである。  

注3：C・D浄水場の浄水処理方式は，急速ろ過方式である0  

注4：E下水処理場の下水処理方式は，せキシデーションデイツチ温F下水処理  
場の下水処理方式は，標準活性汚泥法である0  
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表3 上水道事業の業務指標（平成18年度～20年虔）  

指標の名称   単位   指標の解説   18年度  柑年度  紺年度   

水源余裕率   
一日最大配水量に対して確保している水源水  

5．0   ヰ．0   5．0   
％   量がどの程度余裕があるかを示す割合  

カビ臭から見たおいしい水達成率  ％   
水質基準を満たした上で，カピ具に関するおい  

60   55   50   
しい水の達成率を表す割合  

浄水予備力確保率   ％   
必要とされる－日最大浄水量を配水したとき、  

10   10   10   
浄水施設全体に対する余裕の割合  

配水池貯留能力   
配水池の総容量の…日平均配水量に対する  

日   日数   
0．4   0．4   0．4   

経年化浄水施設率   ％   
法軍耐用年数を超えた浄水施設能力の全浄  

22   22   22   
水施設能力＿に対する割合  

経年化管路率  ■ ％   

法定耐用年数を超えた管路延長の総延長に  
47   48   5ロ   

rユーL一  対する割合  

嘗路の更新率   ％   
年商で更新した管路延長の跨延長に対する割  1．0   1．1   1．3   
．上ゝ． rコ  

浄水施設耐震率   ％   
浄水施設のうち耐震化がなされた施設の浄水  

80   80   80   
能力の全浄水施設能力に対する割合  

配水池耐震施設率   ％   
配水池のうち耐震化がなされた配水池の容量  

50   5tI   50   
の全配水池容量に対する割合  

管路の耐震化率   ％   
管路のうち耐震型握手を有する菅路延長の総  

12   14   15   
延長に対する割合  

表4 下水道事業の業務指標（平成18年度～20年度）  

指標の名称   単位   指標の解説   18年度  19年度  20年度   

晴天時汚濁負荷除去率   ％  年間を通じた汚濁負荷（BOD）の削減率   85   87   88   

再生水の使用率   ％   
1年間の処理水量に対する再生水として利用  

5．1   4．9   4．了   
した割合  

合流式下水道改善率   ％   
合流式下水道改善対等の整備済み面積の割  

2．3   2．ヰ   2．5   
ム 且  

雨水排水整備率   ％   
雨水排除のために下水道の整備が必要な全  

32   33   34   
面積に対する整備が完了した面積の割合  

主要設備の経年化率   ％   
主要設備の標準的耐用年数の総計に対する  

87   89   96   
経過年数の総計の割合  

施設の経年化率（管きょ）   ％   
標準的耐用年数を超えた管きょ延長の総延長  

2，2   2．了   2．9   
に対する割合  

管きょ調査率   年間に調査した管きょ延長の総延長に対する  
％   割合   

3．1   2，4   

管きょ改善率   0．45   0－51   
％  年間で更新・改良・▲修繕された管きょ延長の総 延長に対する割合   

0．41  

非常時電源確保率   ％   
全処理場のうち非常時電源が確保できている  

50   50   50   
処理場の数の割合  

耐震補強が必要な建築施設数に対する耐震  
施設の耐震化率（建築）   ％  3．0   3．0   3．0   

補強が完了した施設数の割合  
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国2B川河川水賢の経年変化（上流の水質測定地点a）  

注1：き－MIBの水道水質基準値は10ng／」以下  
注2：平成12年度，17年度については例年に比べて・降雨の少ない年度である0  
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図3日川河川水貿の経年変化（下流の水質測定地点b）  

注1：平成12年度．17年度については例年に比べて，降雨の少ない年度である。  

一 ＜凡例＞  

ー◎－・BOD（75％値）  

－1トー一大腸菌群数（平均値）  

一口ー2－MIB（最大値）  

♯トリハロメタン生成能（最大値）   
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